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殺されるために
　　　　生まれてきた子はいない

「
私
は
２
歳
で
母
の
背
中
に
、

姉
は
父
に
手
を
つ
な
が
れ
、
あ

の
東
京
大
空
襲
の
中
を
逃
げ
ま

ど
い
両
親
に
守
ら
れ
て
今
生
き

て
い
る
事
に
感
謝
で
す
。

戦
争
は
反
対
で
す
。

い
つ
し
か
私
も
平
和
の
語
り

部
と
し
て
生
き
て
い
き
ま
す
。
」

終
わ
り
の
見
え
な
い
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
戦
争
は
、
か
つ
て
の
日

本
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
侵
略
や
、

ア
メ
リ
カ
の
日
本
占
領
・
支
配

を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。
東
京
大

空
襲
を
体
験
し
、
主
に
芸
術
分

野
で
反
戦
平
和
の
活
動
を
続
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
北
区
在
住
の

組
合
員
・
片
野
ふ
く
こ
さ
ん
に

聞
き
ま
し
た
。
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東
京
大
空
襲

１
９
４
５
年
３
月
１０
日
未
明

の
東
京
下
町
は
、
大
空
襲
に
み
ま

わ
れ
業
火
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

３
０
０
機
以
上
の
Ｂ
２９
爆
撃

機
が
下
町
上
空
に
出
現
し
て
い
た

の
で
す
。
当
時
の
浅
草
区
や
日
本

橋
区
に
向
っ
て
投
下
さ
れ
た
焼

夷
弾
は
３８
万
発
、
総
量
に
し
て

１
７
０
０
ト
ン
。
わ
ず
か
２
時

間
半
の
間
で
１
０
０
万
人
に
及

ぶ
人
々
が
被
災
し
約
１０
万
人
が

命
を
落
と
し
ま
し
た
。
夜
が
明

け
て
朝
陽
が
昇
る
と
、
下
町
と

呼
ば
れ
る
市
街
地
は
煙
が
く
す

ぶ
り
灰
褐
色
の
焼
野
原
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
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第４８回　穎展 えいてん
7/12（火）～ 17（日）
11時～ 19時（最終日 17時）
＠寺町三条上る西側

ギャリエ山下２号館
出展者・片野ふくこ他 15人
問合せ 090・3870・7659 小林

ロシアの人もウクライナの人も

　やさしくてすてきだった
―平和のために、片野ふくこ映画半生―

モ
ス
ク
ワ
の
空
は
晴
れ
て
い
た

山田和夫先生と（右端が筆者）

１
９
８
５
年
の
夏
、
４２
歳
。

初
め
て
の
海
外
渡
行
先
は
モ

ス
ク
ワ
で
し
た
。
今
は
亡
き

映
画
評
論
家
、
山
田
和
夫
先

生
に
さ
そ
わ
れ
て
モ
ス
ク
ワ

国
際
映
画
祭
へ
日
本
代
表
11

名
の
未
席
に
ま
ぎ
れ
こ
ん
で

い
き
ま
し
た
。

私
の
役
割
は
お
も
に
児
童

映
画
部
門
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
映
画
を
観
る
事
で
し
た
。

毎
日
、
映
画
館
に
行
き
子
ど

も
た
ち
と
映
画
を
観
て
、
た

ま
に
は
大
人
の
映
画
も
観
ま

す
。
楽
し
い
の
で
す
が
も
う

ク
タ
ク
タ
で
し
た
。

休
日
も
あ
り
、
あ
る
日
、

夜
８
時
発
の
列
車
、
そ
の
名

も
「
レ
ッ
ド
ア
ロ
ー
」
に
乗

り
、
次
の
日
の
朝
レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
（
今
日
の
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）
に
。
夜
明

け
前
、
ト
イ
レ
に
行
く
時
２

段
ベ
ッ
ド
か
ら
こ
ろ
が
り
落

ち
、
後
頭
部
を
強
打
し
て
白

の
ブ
ラ
ウ
ス
に
血
が
ベ
ッ
タ

リ
。
車
掌
さ
ん
が
と
び
こ
ん

で
き
て
応
急
手
当
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
着
く

と
駅
前
に
救
急
車
が
待
っ
て

い
て
、
歓
迎
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
が
演
奏
し
て
る
中
、
私
は

ト
ッ
プ
で
担
架
に
乗
せ
ら
れ

て
病
院
へ
行
き
ま
し
た
。
医

師
が
「
あ
な
た
の
黒
い
美
し

い
髪
を
手
術
の
為
に
少
し

切
っ
て
も
い
い
で
す
か
？
」

と
聞
い
て
き
た
の
に
は
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
、
４

㎝
ぐ
ら
い
縫
っ
て
１
時
間
位

ベ
ッ
ド
に
寝
か
さ
れ
て
帰
り

ま
し
た
。
私
は
治
療
費
が
心

配
で
通
訳
の
人
に
聞
き
ま
し

た
ら
「
こ
こ
は
ソ
ビ
エ
ト
で

す
よ
。
医
療
費
も
、
教
育
費

も
み
ん
な
た
だ
で
す
。
心
配

し
な
い
で
下
さ
い
」
と
言
わ

れ
て
ま
た
ま
た
び
っ
く
り
。

社
会
主
義
の
良
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

モ
ス
ク
ワ
に
も
ど
り
、
又

病
院
へ
。
女
医
は
に
っ
こ
り

笑
い
「
き
れ
い
に
つ
な
が
っ

て
ま
す
。
帰
国
す
る
ま
で
毎

日
消
毒
に
だ
け
は
来
て
下
さ

い
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
お

別
れ
の
日
、
先
生
は
レ
ン
ト

ゲ
ン
写
真
と
カ
ル
テ
と
花
束

を
く
れ
ま
し
た
。
私
は
涙
が

と
ま
り
ま
せ
ん
。
ハ
グ
を
何

回
も
し
て
別
れ
ま
し
た
。「
日

本
に
帰
っ
た
ら
も
う
一
度
病

院
に
行
っ
て
下
さ
い
。
」
と
言

わ
れ
、
帰
国
後
、
慶
応
病
院

の
脳
外
科
に
行
き
診
て
も
ら

い
ま
し
た
が
完
璧
な
手
術
で

し
た
。
ロ
シ
ア
の
カ
ル
テ
や

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
は
な
か
な

か
手
に
入
ら
な
い
の
で
医
師

に
あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

映
画
祭
最
後
の
日
は
ク

レ
ム
リ
ン
宮
殿
で
大
パ
ー

テ
ィ
ー
で
し
た
。
空
港
で
別

か
れ
を
お
し
み
、
１０
日
間
の

旅
は
終
り
ま
し
た
。

す
て
き
な
ロ
シ
ア
人
。
お

ち
ゃ
め
な
新
聞
記
者
、
子
ど

も
達
、
通
訳
の
モ
ス
ク
ワ
大

学
の
先
生
や
生
徒
達
…
み
ん

な
優
し
い
人
達
で
し
た
。

Stop tha War!

軍備ではなく連帯を

戦後77年
企画
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こ
の
春
、
早
乙
女
勝
元
先

生
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

先
生
と
の
出
合
い
は
、
今

井
正
監
督
最
後
の
作
品
『
戦

争
と
青
春
』
の
撮
影
現
場
で

す
。
原
作
は
早
乙
女
勝
元
先

生
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
大

澤
豊
監
督
に
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
早
乙
女
先
生
と
初
め

て
対
面
し
ま
し
た
。

映
画
で
は
エ
キ
ス
ト
ラ
と

し
て
空
襲
の
中
を
逃
げ
ま
ど

う
群
衆
の
ひ
と
り
を
演
じ
ま

し
た
。
モ
ン
ペ
姿
に
防
空
頭

巾
、
下
駄
ば
き
で
、
走
っ
た

り
こ
ろ
ん
だ
り
。
顔
に
は
黒

く
ど
ろ
や
ゴ
ミ
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
映
画
宣
伝
の
た
め

「
東
京
下
町
の
会
」
が
出
来
て

私
達
は
毎
週
東
京
大
空
襲
戦

災
資
料
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り

早
乙
女
先
生
か
ら
お
話
を
聞

き
ま
し
た
が
、
帰
り
は
み
ん

な
で
、
早
乙
女
先
生
を
囲
み

ビ
ー
ル
片
手
に
戦
争
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
し
た
。

完
成
す
る
と
全
国
へ
普
及

活
動
で
す
。
京
都
の
母
親
大

会
の
会
場
で
は
私
は
早
乙
女

先
生
の
お
供
で
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
、
チ
ケ
ッ
ト
を
も
っ

て
宣
伝
し
ま
し
た
。

先
生
は
い
つ
も
ベ
レ
ー
帽

子
を
な
な
め
に
か
ぶ
り
、
笑

顔
で
し
た
が
、
あ
る
時
ど
な

た
か
を
早
口
で
ど
な
り
ち
ら

し
て
い
て
、
先
生
も
怒
る
と

き
が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。
又
あ
る
時
は
地
下
鉄
で

出
合
い
ま
し
た
が
、
先
生
は

足
が
早
く
ス
タ
ス
タ
と
行

き
、
私
は
汗
を
か
き
な
が
ら

半
分
走
っ
て
い
ま
し
た
。
女

性
の
歩
き
方
に
気
づ
か
い
も

せ
ず
、
と
に
か
く
一
直
線
な

行
動
家
で
し
た
ね
。

１
９
８
６
年
。
当
時
、
私

の
住
ん
で
い
た
町
の
大
学
に

交
換
留
学
生
と
し
て
映
画
祭

の
時
の
通
訳
の
先
生
・
学
生

が
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

の
時
で
す
。
私
達
は
再
会
を

よ
ろ
こ
び
、
大
学
に
行
っ
た

り
、
日
本
国
内
を
案
内
し
た

り
し
ま
し
た
。
希
望
で
東
京

今
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
戦
場

で
す
。

戦
火
の
中
で
子
ど
も
た

ち
、
女
性
、
老
人
た
ち
が

逃
げ
ま
ど
い
、
命
を
奪
わ

れ
、
難
民
に
な
り
、
若
者

は
戦
場
に
行
き
帰
ら
ぬ
人

に
な
っ
て
い
く
。
な
ぜ
で

す
か
？

私
が
出
会
っ
た
ロ
シ
ア

人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
み

ん
な
や
さ
し
く
て
す
て
き

な
人
達
ば
か
り
で
し
た
。

一
日
も
早
く
戦
争
が
終

り
平
和
の
日
が
く
る
事
を

祈
り
ま
す
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
も
行

き
ま
し
た
。
横
田
基
地
へ
見

学
に
行
っ
た
時
は
、
ア
メ
リ

カ
兵
が
よ
く
行
く
み
や
げ
物

店
で
日
本
人
形
を
買
っ
た
り

し
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
人
で

あ
る
事
は
内
緒
に
し
ま
し
た
。

見
つ
か
る
と
恐
か
っ
た
か
ら

で
す
。
京
都
に
も
来
て
姉
の

家
に
も
泊
ま
り
ま
し
た
。

１
９
９
３
年
、
２
度
目
の

東
京
の
空
も
晴
れ
て
い
た

２
度
目
の
モ
ス
ク
ワ
、

そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

早
乙
女
勝
元
先
生
を
し
の
ぶ

私
の
願
い

ソ
ビ
エ
ト
。
今
度
も
山
田
和

夫
先
生
達
と
「
映
画
を
学
ぶ
」

旅
で
す
。
今
度
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
キ
エ
フ
・
オ
デ
ッ
サ

へ
も
行
き
ま
し
た
。
映
画
史

に
輝
く
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ

ン
監
督
不
朽
の
名
作
『
戦
艦

ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
』
の
舞
台
で

す
。
あ
の
有
名
な
オ
デ
ッ
サ

の
階
段
に
感
動
、
感
激
で
み

ん
な
で
階
段
を
昇
っ
た
り
下

り
た
り
楽
し
み
ま
し
た
。

映画『戦艦ポチョムキン』から。

軍隊によるオデッサの階段の殺戮シーン

１
９
４
５
年
５
月
東
京

山
の
手
空
襲
で
焼
け
出

さ
れ
た
筆
者
の
実
家
に

ぽ
つ
ん
と
残
っ
て
い
た

お
地
蔵
さ
ん
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　川畑　典子

　

まずはＡＥＤの場所確認を

　6 月 7 日京都市消防局北消防署にて、救

命講習を受けてきました。

　京都市消防局の 1 年間の救急出動件数は

約 8 万 2 千件もあるそうです。救急車が現

場に到着するのは全国平均 8 分ですが、京

都市消防局の平均は 6 分程度と優秀な状況

と言う事でした。もし目の前で人が倒れ、心

停止状態で何も対処をしなかった場合、3 分

後には脳死状態になり、社会復帰を果たすこ

とが困難な状態になってしまいます。

　まず私たちができる事は、周りの安全を確

保しながら、勇気を出し大きな声で応援者を

呼び、救助の協力をしてもらいます。救急車

が到着するまでの間、呼吸をしていない場合

は、胸骨圧迫（30 回）人工呼吸（2 回）を

繰り返す他に AED を使用する事で、生存率

がかなり向上し、元の日常生活ができるよう

になる人も増えます。

　応急手当の実施について、胸骨を骨折させ

たり、傷つけたりしたら…と考えるかもしれ

ませんが、民法第 698 条や刑法第 37 条か

ら、救助者が善意に基づき、注意義務を尽く

して、心肺蘇生を実施した場合、民事上・刑

事上の責任を問われることはないとのことで

す。躊躇せず人命救助に参加してください。

　最後に身近なＡＥＤのある場所をご存じで

すか？それを知っておくことで、きっと大切

な方の命を守る事ができると思います。

介護支援センター
紫野きらく庵

赤堀一恵

　介護支援センター　紫野きらく庵

必要な人が介護保険サービスを受けられるように、一緒に考えてケアプラン（サービス計画書）

を作ります。地域の人と住み慣れた家で生活できるように暮らし丸ごと支援します。

7 月の事業所だより
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松村直美

熱中症予防×コロナ感染予防
こ・え・か・け　で熱中症を予防しよう！ゆず

訪問介護

（こ）まめな水分補給　　　　　  ・のどが渇く前に水分補給、塩分補給を忘れずに！

　　　　　　　　　　　　　　　・マスク着用時は、いつも以上に意識して水分補給をする。

（え）アコンを活用しよう　　　  ・熱中症の約 5 割は屋内で発生！

　　　　　　　　　　　　　　　・エアコン使用時も、こまめに換気する。

（か）いてきな環境づくり　　　  ・室温は 28℃を目安に調整する。

　　　　　　　　　　　　　　　・気温や湿度の高い日は特に注意する。

（け）ん康管理をしっかり   　  　・きちんと食事し、適度な運動で暑さに負けない体をつくる。

　　　　　　　　　　　　　　　・しっかり睡眠をとり、体調の悪い時は、無理をせず休養する。

　　　　　　　　　　　　　　　・毎朝など、定時の体温測定と健康チェックも忘れずに。

熱中症の主な症状と対応

訪問介護ゆず

「やっぱり家が一番ええ！」そんな思いに応え

ます。経験豊富なヘルパーが住み慣れた家で毎

日過ごせるようにお手伝いします。みんなの笑

顔が一番！気持ちに寄りそって、安心して暮ら

せるお手伝いをします。

7 月の事業所だより
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松田洋子
デイサービスセンター
きらく庵

西陣 突然ですが、今日、笑いましたか？

　「今日はまだ笑っていない」という人が多

いと思います。だったらいつ笑いましたか？

　「昨日？それとも、もっと前？」

　小学生は１日 20 回位笑っているそうで

す。大阪のおばちゃんもよく笑うと言われて

いますが、実際はどうなんでしょう。一般的

には高齢者、特に一人暮らしの高齢者が増え

ていますが、1 週間に 1 回も笑っていない

人が増えているそうです。

　笑うことが健康に良いことは、昔から言わ

れています。笑うと免疫力がドーンと上がっ

て、いろんな病気の予防や治療に効果がある

ということです。リウマチの痛みはやわらぎ、

ガン細胞と闘う NK 細胞は増え、糖尿病患

者の血糖値も低下するなど、すでに科学的に

立証されているそうですが、もちろん一時的

なものですから、1 日に何回も笑うことで効

果が持続するのかな、と期待されます。

　そういえば、以前、府立医大病院のオープ

ンホスピタル（大学で行われるオープンキャ

ンパスみたいなもの）では、笑いの効果と銘

打って落語の席が設けられ、見学者だけでな

く、入院患者さんも集まっておられました。

　小学生のように 1 日 20 回は無理でも、1

日 1 回位は笑えるような生活にしたいです

ね。

　紙面が残りましたので、ちょっと笑えるシ

ルバー川柳の紹介をします。

7 月の事業所だより

きらく庵デイサービスセンター西陣

家庭的な雰囲気のデイです。スタッフとワイワイにぎやかに過ごすもよし、趣味に没頭するも

よし、のんびり過ごすもよし。機能訓練もしっかりやりますよ。みんながウキウキわくわくする

楽しいデイサービスをめざしています。

　この頃は 話も入れ歯も 噛み合わず

　まっすぐに 生きてきたのに 腰曲がる

　あちこちの 骨が鳴るなり 古希古希と

　マイナンバー 何のことだか ナンマイダー

　なあお前 はいてるパンツ 俺のだが
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新職員紹介

[ おわび ] ６月号７ページの本欄できらく庵デイサービスセンター西陣の新職員安井亜佐美さんと、
本田清美さんの文章が逆になっていました。たいへんご迷惑をおかけしました。おわび申し上げます。

きらく庵
デイサービスセンター西陣

非常勤職員 安井亜佐美さん

初めまして。秋からきらく庵
に勤務させていただいていま

す。少々人見知りな私…。最初は緊張感も
あったのですが、利用者さん、職場の方々
の優しく温かく気さくに接して下さったお
かげで、今ではすっかりリラックスして楽
しく働かせていただいています。「あーいい
日やった。またよろしくね。」利用者さん
との時間が有意義で充実したものとなるよ
う、力を尽くしたいと思っています。

きらく庵
デイサービスセンター西陣

非常勤職員 本田清美さん

４月にきらく庵デイサービス
西陣に入社しました。利用者様

の優しさに触れながら、日々奮闘しています。
一日も早く信頼関係を築き、一人ひとりに寄
り添いながらいっぱいしゃべって、いっぱい
笑える、元気の出るデイサービスを作りたい
と思います。私は食べることが大好きです。
きらく庵デイでは、スタッフの手作りお昼ご
飯やおやつがあり、利用者様と楽しく過ごし
たいです。よろしくお願いいたします。

訪問介　護ゆず　岩本由美子さん

　初めまして。６月から訪問介護ゆずで勤務することになりました岩本と

申します。

　これまでも他所でヘルパーとしての経験はありますが会社によって違う

点もあるので、一日も早くこの会社のやり方に慣れていきたいです。利用

者様が“普通の暮らし”を続けられるようサポートできればと考えています。

　休日は１日１万歩を目標に家の周りを散歩しています。歩く度、新しい

発見があります。

　これからもよろしくお願い致します。

保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

本づくり手伝わせてください
～歌集、 文集、 自分史、 研究論文、 ……

印刷 ・出版支援クラブ

携帯 090 （9627） 6366 （吉田）

E メール　atomical@dream.com
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理事会
委員会
だより

　

環
境
平
和
委
員
会

▶
南
相
馬
復
興
支
援

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

５

月

は

19

人

か

ら

１

万

９

０

０

０

円

の

カ

ン

パ

が

寄

せ

ら

れ
、

送

金

し

ま

し

た
。

累

計

３
２
６
万
１
０
０
０
円
に
な

り
ま
し
た
。

私
た
ち
人
間
っ
て
、
こ
の

偉
大
な
自
然
の
恵
み
を
あ
た

り
前
と
思
っ
て
い
る
の
で
す

ね
～
。
原
発
や
核
兵
器
を
押

し
進
め
て
も
、
自
然
が
人
間

を
守
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

誰
か
が
言
い
ま
し
た
。
戦

争
と
い
う
概
念
を
つ
れ
て
死

ん
で
い
け
た
ら
子
ど
も
た
ち

を
平
和
な
社
会
で
生
活
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う

か
…
と
。
そ
う
出
来
る
の
な

ら
、
私
は
幸
せ
だ
な
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
出
来
な
い
な

ら
、
せ
め
て
原
発
事
故
を
忘

れ
な
い
こ
と
！

ち
っ
ぽ
け
だ
け
ど
、
南
相

馬
へ
水
を
送
り
続
け
る
こ

と
！
か
な
？ 

（
稲
葉
）

▶
５
月
の
つ
ど
い
報
告

５
月
25
日
、
５
人

こ
の
ご
ろ
の
環
境
と
平
和

を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
こ

も
ご
も
に
出
し
あ
お
う
と
い

う
こ
と
で
出
た
の
が
①
ウ
ク

ラ
イ
ナ
②
５
／
１５
③
沖
縄
④

早
乙
女
勝
元
さ
ん
の
逝
去

な
ど
で
し
た
。

一
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ

ア
軍
の
侵
攻
に
関
し
て
環
境
平

和
委
員
会
で
行
動
提
起
し
て
は

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

二
、
病
気
欠
席
、
自
宅
療

養
中
の
理
事
長
・
水
口
さ
ん

に
寄
せ
書
き
を
送
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
→ 

(

即
日
発
送
、
後
日
水
口
さ

ん
か
ら
お
礼
メ
ー
ル
と
近
況

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
リ
ハ

ビ
リ
に
頑
張
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。)

◀
７
月
の
つ
ど
い
予
定

�

27
日(

水)

１
時
半
～
３　

時
過
ぎ
本
部
ホ
ー
ル

 

近
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
内
外
情
勢

を
把
握
し
な
が
ら
懇
談
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

第
１２
回
理
事
会
報
告

　
　

（
６
月
１５
日
）

▼
５
月
決
算

（
報
告
）

事
業
剰
余
金

８８
万
２
７
９
６
円

経
常
剰
余
金

９５
万
２
０
６
６
円

▼
不
動
産
事
業
に
つ
い
て

事
業
準
備
状
況
に
つ
い
て

報
告
、
今
後
の
手
順
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

▼
寄
付
に
つ
い
て

（
報
告
）

５

月
１９

日

～

６

月

６

日

に

６

人

の

方

か

ら

１
万
９
０
０
０
円
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
６
月
生
ま
れ
の
方
に
、

バ
ー
ス
デ
ー
は
が
き
を
送
り

ま
し
た
。

▼
夏
期
賞
与
に
つ
い
て
承
認

１２
人
分
総
額

２
３
２
万
２
７
１
４
円

▼
賃
金
規
定
に
特
別
手
当
追
加

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
支
給
し

ま
す
。

▼
介
護
職
員
紹
介
制
度
を
検
討

　

紹
介
し
た
組
合
員
・
職
員
と
、

紹
介
さ
れ
て
採
用
さ
れ
た
職
員

（
３
か
月
以
上
勤
務
さ
れ
た
方
）

に
紹
介
料
を
支
払
う
制
度
の
導

入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

▼
総
代
会
の
議
案
書
を
確
認
し

ま
し
た

▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
特
別
決
議

　

環
境
平
和
委
員
会
よ
り
、「
ロ

シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
抗

議
の
決
議
」
提
案
が
あ
り
、
総

代
会
で
緊
急
決
議
を
行
い
ま

す
。

▼
紫
式
部
の
編
集
体
制
を
変
更

し
ま
す

広
報
委
員
会
は
廃
止
、
理

事
会
直
轄
の
紫
式
部
編
集
室

が
編
集
に
当
た
り
ま
す
。

▼
組
合
債
を
募
集
し
ま
す
。

金
利
は
１
％
。
募
集
チ
ラ

シ
を
紫
式
部
７
月
号
と
同
時

配
布
し
ま
す
。

▼
連
合
会
等
の
役
員
に
つ
い
て

京
都
府
生
協
連
合
会
理
事　
　

奥
谷
和
隆

高
齢
者
生
協
連
合
会

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
奥

谷
和
隆
が
参
加
し
ま
す
。

　　御寄付
　　　　　ありがとう
　　　　　ございました。

５月１９日～６月６日

赤染益輝　大石文子　川辺孝子　

服部彰一郎　増田靖子　匿名

６人様　総額１万 9,000 円
（アイウエオ順・敬称略）

1247人
19912口

人数 口数
加入 5人 15口
増資 5人 9口
脱退 2人 6口
増減 3人 18口

組織状況（2022年5月末現在）

組合員総数
出資金残高

5月実績
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サロン
サークル
だより

地域の
たより

読
書
サ
ー
ク
ル

◀
７
月
読
書
会

６
日(

水
）
１
時
半
～
３　
　

時
す
ぎ

６
月
が
流
会
だ
っ
た
の

で
、
壷
井
栄
『
二
十
四
の
瞳
』

六
・
七
章
で
す
。
途
中
か
ら

で
も
ぜ
ひ
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
そ
ろ
そ
ろ
次

の
テ
キ
ス
ト
を
決
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
を

お
寄
せ
下
さ
い
。 

（
教
頭
記
）

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン
中
京

▶
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
会

３
月
～
５
月
に
か
け
て
３

回
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

㋑
講
師
は
福
島
広
志
氏

㋺
時
間　

午
後
１
時
３０
分

～
午
後
３
時
迄

㋩
参
加
人
数　

５
名
×
３

回
＝
の
べ
１５
名

㋥
内
容　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
冊
子
に
従
っ
て
わ

か
り
や
す
い
説
明
で
、
参
加

者
の
方
々
、
良
く
理
解
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
の
完
成
は
今
年
中

を
め
ど
に
、
お
互
い
に
頑
張

ろ
う
と
確
認
し
合
い
ま
し

た
。 

（
青
木
）

映
画
サ
ー
ク
ル　

◀
７
月
例
会

『生
き
ろ
島
田
叡
―
戦
中
最
後

の
沖
縄
県
知
事
』

２
０
２
１
年
製
作
／
１
１
８
分

　

※
今
月
は
一
般
公
開
上
映
で

す
。
サ
ー
ク
ル
員
以
外
も
Ｗ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
。

子
ど
も
食
堂

「
ま
ん
ぷ
く
」

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

▶
５
月
の
つ
ど
い
報
告

５
月
２８
日
。
計
１
０
３
人
。

子
ど
も
（
保
育
園
児
～
中

学
生
）
３３
人
、
保
護
者
２０
人
、

そ
の
他
の
大
人
３１
人
。
ス

タ
ッ
フ
１７
人
、
激
励
２
人
。

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６
人
。

激
励
は
北
区
社
会
福
祉
社

協
議
会
と
新
日
本
婦
人
の
会

か
ら
。

口
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
っ

た
と
い
う
人
も
引
き
続
き
増

え
、
参
加
総
数
は
過
去
最
多

で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
さ

ん
、
子
ど
も
さ
ん
に
「
久
し

ぶ
り
～
」
と
声
か
け
。
子
ど

も
さ
ん
も
笑
顔
と
、
少
し
ふ

ざ
け
た
姿
も
。
つ
な
が
り

あ
っ
て
安
心
感
が
生
ま
れ
る

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

病
気
を
抱
え
た
男
性
の
方
、

い
よ
い
よ
大
変
な
治
療
が
決

ま
っ
た
。「
一
人
で
考
え
て
い

る
と
、
気
が
変
に
な
り
ま
す

わ
。
」
と
笑
顔
で
深
刻
な
お
話

―
少
し
で
も
吐
き
出
せ
る
場

と
な
っ
て
い
る
よ
う
。
そ
し

て
「
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま

す
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

◀
７
月

【第
５１
回
】

７
月
２３
日(

土)

１５
～
１７
時

く
ら
し
コ
ー
プ
本
部
前

※
お
問
い
合
わ
せ
は
岩
井　

さ
ん
ま
で

(

０
９
０-

３
８
９
４-

２
７
９
９)

　

７
月
１０
日(

日)

　

�

①
１０
時
半
～　

②
１
時
半
～

③
６
時
５０
分
～

　

�

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

太
平
洋
戦
争
末
期
の
沖
縄

県
知
事
・
島
田
叡
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
知
ら
れ
ざ
る
沖

縄
戦
中
史
を
描
い
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
。

１
９
４
５
年
１
月
、
内
務

省
は
沖
縄
県
知
事
と
し
て
、

大
阪
府
の
内
政
部
長
島
田
叡

を
任
命
す
る
。
島
田
は
、
大

規
模
な
疎
開
促
進
な
ど
様
々

な
施
策
を
断
行
。
米
軍
上
陸

後
は
、
壕
を
移
動
し
な
が
ら

行
政
を
続
け
た
。

島
田
は
軍
部
か
ら
の
理
不

尽
な
要
求
と
、
行
政
官
と
し

て
の
住
民
第
一
主
義
と
い
う

信
念
の
板
挟
み
と
な
り
…
。
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NPO法人

くらしコープ
だより

Ⅰ 

生
活
支
援
事
業
を
一
本
化　

―
２
０
２
２
年
度
途
中
か
ら
―

・
６
月
２６
日
の
京
都
高
齢
者
生

活
協
同
組
合
く
ら
し
コ
ー
プ

総
代
会
決
定
事
項
で
す
が
、

生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー

プ
」
で
一
括
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
も
と
も
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く

ら
し
コ
ー
プ
」
で
取
り
組
ん

で
き
た
生
活
支
援
事
業
を
、

「
高
齢
者
生
協
く
ら
し
コ
ー

プ
」
設
立
時
に
、
生
協
法
人

で
取
り
組
も
う
と
考
え
た
の

で
す
が
、
京
都
府
か
ら
、「
団

体
は
生
協
の
組
合
員
に
な
れ

な
い
の
で
、
事
業
を
利
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
指

摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
生
協

法
人
で
あ
る
「
高
齢
者
生
協

く
ら
し
コ
ー
プ
」
で
は
組
合

員
に
な
り
得
る
個
人
の
利
用

だ
け
を
対
象
と
し
、
そ
れ
以

外
の
団
体
の
利
用
を
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー
プ
」
で

対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

（
＊
た
だ
、
個
人
の
方
か
ら

依
頼
が
あ
っ
た
と
き
も
、「
高

齢
者
生
協
く
ら
し
コ
ー
プ
」

か
ら
受
託
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
職

員
で
あ
る
江
尻
及
び
福
尾
が

下
見
及
び
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
の

手
配
等
を
行
い
、
処
理
を
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
生
協

法
人
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
使
い

分
け
な
が
ら
仕
事
を
こ
な
し

て
き
ま
し
た
が
、
営
業
活
動

を
す
る
場
合
な
ど
、
何
か
と

ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
こ
と
が
出

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
も
あ
っ
て
、
こ
の
際
、
元

に
戻
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く

ら
し
コ
ー
プ
」
に
一
本
化
し

よ
う
と
い
う
の
が
、
今
回
の

変
更
で
す
。）

・
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー

プ
」
と
「
高
齢
者
生
協
く
ら

し
コ
ー
プ
」
は
、
同
じ
「
く

ら
し
コ
ー
プ
グ
ル
ー
プ
」
で

す
。
「
高
齢
者
生
協
く
ら
し

コ
ー
プ
」
の
組
合
員
さ
ん
は

従
来
通
り
、
非
組
合
員
よ

り
、
安
価
に
利
用
で
き
ま

す
。
事
業
の
目
的
は
共
通
し

て
お
り
、
法
人
の
制
約
に
よ

り
、
事
業
分
野
を
住
み
分
け
、

補
い
合
え
る
と
こ
ろ
を
補
い

合
っ
て
、
と
も
に
安
定
し
た

事
業
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

Ⅱ�

居
住
支
援
事
業
へ
の

期
待
ふ
く
ら
む

―
参
画
者
求
め
ま
す
―

・
コ
ロ
ナ
禍
で
職
を
失
っ
た
方

や
、
一
人
で
子
育
て
を
し
よ

う
と
い
う
２
０
代
の
女
性
な

ど
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

た
方
か
ら
の
相
談
が
続
い
て

い
ま
す
。

・
「
居
住
権
は
人
権
」
だ
と
思

い
ま
す
。
生
き
て
い
く
た
め

の
拠
点
で
す
。

　

こ
の
居
住
支
援
事
業
（
相
談

活
動
、
物
件
情
報
の
収
集
、

入
居
後
の
見
守
り
な
ど
な

ど
）
に
参
画
さ
れ
る
ス
タ
ッ

フ
を
求
め
て
い
ま
す
。
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー
プ

　

副
理
事
長　

福
島
広
志

居住支援事業専門電話
075 （205） 5512

（月曜日～金曜日　１０時～１７時）

  担当：福島広志　江尻茂朗
　　　  石澤春彦　福尾泰樹
　　　  余根田保

住
ま
い
に
困
っ
た
方
、
　
　
　

　
　
　 

　
ご
相
談
だ
さ
い
！

住
ま
い
を
提
供
し
て
頂
け
る
方
、

　
　
　
　
　 

ご
連
絡
下
さ
い
！

安心できる市民生活に向けて全力投球！
相続、遺言など暮らしの中での困りごと、

各種書類の作成などお気軽にご相談ください
福島行政書士事務所（京都市北区小山下初音長 24）

 TEL　075（494）0050
 FAX   075（494）0025   
  E-mail:shortstop0213@gmail.com
 月～金　午前９時半～午後５時半
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「手話」クイズ

  ①③ ②

（回答16㌻）

◆
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
」
の

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

顔の横に掌を前に
向けて立てた右手
を前方へ出す。

少し頭を下げ、顔
の正面で斜めに構
えた右手を少し前
へ出す。

右手掌の手首を返
しながら 2 指を左
方へ出す。

　７月の予定★カレンダー参照★

本部１階ホール

※毎月　第 1・第 3・第 5 木曜日

指
文
字

親指と４本の指先をカギ
型に曲げる。“e”の形を
作る。

「E」

手話 サークル

京
田
辺
市
で
は
今
年
も
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
！

同
市
に
は
、
同
志
社
大
学

や
同
志
社
女
子
大
学
が
あ

り
、
市
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
高
齢
者
宅
に
大
学

生
が
同
居
す
る
異
世
代
下
宿

に
市
民
の
方
々
の
関
心
が
高

い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

京
田
辺
市
長
も
、
京
都
市

内
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

の
事
業
を
同
市
で
も
是
非
と

も
取
り
組
み
た
い
と
、
選
挙

の
公
約
で
謳
わ
れ
、
普
及
活

動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
ら
し
コ
ー
プ
で
は
、
こ

の
「
京
田
辺
ソ
リ
デ
ー
ル
」

事
業
を
受
託
し
、
高
齢
者
と

大
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
、
ホ
ー
ム

シ
ェ
ア
を
研
究
さ
れ
て
い
る

京
都
橘
大
学
の
川
﨑
一
平
助

教
を
講
師
に
お
招
き
し
、
ま

た
、
京
都
市
内
で
共
住
み
を

さ
れ
て
い
る
高
齢
者
と
２
人

の
女
子
大
生
が
ど
の
よ
う
な

く
ら
し
方
を
さ
れ
て
い
る
か

の
「
ト
ー
ク
」
を
盛
り
込
ん

だ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。
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て
、
高
齢
者
よ
り
も
多
く
の

若
者
が
孤
独
を
感
じ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
孤
独
と
感
じ

て
い
る
高
齢
者
の
割
合
が
少

な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
喜
べ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

孤
独
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
内
閣

官
房
（
孤
独
・
孤
立
対
策
担

当
室
）
も
孤
独
・
孤
立
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
し
、

京
都
市
も
孤
独
・
孤
立
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作

り
、「
ひ
き
こ
も
り
対
策
」「
不

良
な
生
活
環
境
解
消
支
援

（
ご
み
屋
敷
対
策
）
」
な
ど
の

孤
独
・
孤
立
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
孤

独
・
孤
立
問
題
は
、
複
雑
・

複
合
的
に
絡
み
合
い
、
問
題

解
決
は
容
易
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
く
ら

し
コ
ー
プ
の
活
動
が
高
齢
者

の
孤
独
・
孤
立
問
題
の
解
消

に
貢
献
し
得
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
し
、
私
も
協
力
、
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

た
（
回
答
率
５９
・
３
％
）
。

「
孤
独
だ
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
る
か
」
と
の
問
い
に
対
し

て
「
し
ば
し
ば
、
常
に
あ
る
」

は
４
・
５
％
、
「
時
々
」
１４
・

５
％
、「
た
ま
に
」
は
１７
・
４
％

で
、
約
４
割
の
人
が
孤
独
感

が
あ
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

「
し
ば
し
ば
、
常
に
孤
独
を
感

じ
る
」
の
割
合
を
年
代
別
に

見
る
と
、
３０
代
（
７
・
９
％
）

が
最
も
高
く
、
20
代
（
７
・

７
％
）
が
続
き
ま
し
た
。
40

代
は
５
・
６
％
、
50
代
は
４
・

９
％
、
60
代
は
３
・
３
％
で
、

最
も
低
か
っ
た
の
が
70
代

（
１
・
８
％
）
で
し
た
。
「
し
ば

し
ば
、
常
に
孤
独
を
感
じ
る
」

と
回
答
し
た
人
の
う
ち
、
８３
・

７
％
が
行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら

の
支
援
を
受
け
て
い
な
い
と

回
答
し
て
い
ま
し
た
。
孤
独

を
感
じ
て
い
る
人
に
支
援
が

十
分
に
行
き
届
い
て
い
な
い

と
言
え
ま
す
。

く
ら
し
コ
ー
プ
に
も
出
番

今
回
の
調
査
結
果
を
受
け

の
で
、
当
然
の
こ
と
か
と
思

い
ま
す
。

４
割
の
人
が
「
孤
独
感
」

今
日
、
コ
ロ
ナ
禍
で
孤
独
・

孤
立
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
内
閣
官
房
（
孤

独
・
孤
立
対
策
担
当
室
）
は

孤
独
・
孤
立
に
関
し
て
初
の

全
国
実
態
調
査
（
「
人
々
の

つ
な
が
り
に
関
す
る
基
礎
調

査
」）
を
２
０
２
１
年
12
月
か

ら
２
０
２
２
年
1
月
に
か
け

て
実
施
し
、
今
年
の
4
月
8

日
に
調
査
結
果
を
公
表
し
ま

し
た
。
調
査
は
全
国
の
16
歳

以
上
の
２
万
人
を
無
作
為
抽

出
し
、
1
万
１
８
６
７
人
か

ら
有
効
回
答
が
得
ら
れ
ま
し

交
流
少
な
い

デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ

こ
の
4
月
か
ら
全
国
の
大

学
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
か

ら
対
面
授
業
に
戻
っ
て
お

り
、
私
が
勤
務
す
る
佛
教
大

学
も
感
染
対
策
を
取
っ
た
上

で
対
面
授
業
を
大
幅
に
増
や

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
1
年
目
・

2
年
目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
中
心
で
、「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ

テ
ィ
ブ
」
の
学
生
た
ち
は
大

学
に
通
学
し
な
く
て
も
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
で
同
級
生
と
交
流
し
て

い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
際
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
で
の
学
生
同
士
の
交
流

は
少
な
く
、
学
生
同
士
の
交

流
は
不
活
発
で
し
た
。
わ
ざ

わ
ざ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
交
流

し
て
い
る
学
生
は
私
の
周
り

に
は
少
な
く
、
意
外
に
も
孤

立
し
て
い
る
学
生
が
い
る
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
特
に

２
年
生
・
3
年
生
は
入
学
当

初
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が

中
心
だ
っ
た
た
め
、
友
達
づ

く
り
が
難
し
い
状
況
だ
っ
た

１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら

２
０
１
０
年
頃
に
か
け
て
生

ま
れ
た
人
た
ち
は
「
Z
世
代
」

（
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
Z
）
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な

か
で
も
25
歳
以
下
は
「
デ
ジ

タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」
と
も
呼

ば
れ
、
物
心
つ
い
た
時
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
慣
れ
親

し
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
方
法
や
価
値
観
に
お
い

て
、
他
の
世
代
と
は
違
っ
た

特
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
今
の
大
学
生

が
「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」

に
該
当
し
ま
す
。

とりもどすために

新井康友
③ひろがりはびこる孤独感
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判
断
能
力
が
あ
る
内
の
任
意

後
見
制
度
の
活
用
も

こ
れ
ま
で
、
既
に
判
断
能

力
に
欠
け
て
い
る
場
合
の
法

定
後
見
制
度
に
つ
い
て
見
て

き
ま
し
た
が
、
将
来
、
判
断

能
力
が
欠
け
た
場
合
に
備
え

て
、
信
頼
で
き
る
人
に
後
見

人
に
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う

内
容
の
「
任
意
後
見
契
約
」

を
結
ぶ
制
度
も
あ
り
ま
す
。

保
険
の
よ
う
な
も
の
で
、
契

約
を
結
ん
で
も
利
用
せ
ず
に

人
生
を
全
う
で
き
れ
ば
、
そ

れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い

と
い
う
も
の
で
す
。
く
ら
し

コ
ー
プ
で
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

家
庭
裁
判
所
や
法
テ
ラ
ス
利
用

裁
判
所
や
弁
護
士
と
言
い

ま
す
と
、
敷
居
が
高
い
と
思

わ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
例
え
ば
、
左
京
区
下

鴨
に
あ
り
ま
す
京
都
家
庭
裁

判
所
で
は
、
成
年
後
見
人
に

関
す
る
相
談
に
乗
っ
て
も
ら

え
ま
す
。
ま
た
、
同
所
で
は
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
ビ

デ
オ
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
河
原
町
三

条
に
あ
り
ま
す
法
テ
ラ
ス
で

は
、
弁
護
士
が
常
駐
さ
れ
て

い
て
、
無
料
で
相
談
に
乗
っ

て
も
ら
え
ま
す
。
ご
家
族
や

身
近
な
方
で
、
認
知
症
傾
向

に
あ
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
い
内
に
相
談

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

行
政
書
士

・
福
島
広
志
の

成
年
後
見
制
度
の

　
　
　
　

あ
れ
こ
れ

法
定
後
見
編

（そ
の
6
）

「
行
政
書
士
・
福
島
広
志
の

成
年
後
見
人
制
度
の
あ
れ
こ

れ
」
は
今
回
が
、
最
終
回
で
す
。

次
月
号
か
ら
は
、
「
よ
ろ
ず

相
談
コ
ー
ナ
ー
（
仮
称
）
」
と

し
て
、
上
記
の
よ
う
な
各
種

相
談
事
業
を
取
り
上
げ
な
が

ら
専
門
職
の
方
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

よろず
　　相談
　　　コーナー
　　　　（予告編）

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
！

こ
の
例
の
よ
う
な
方
は
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
専
門
職
（
弁
護
士
、
行
政
書
士
、
社
会
福
祉
士
）
の
組
合
員
や
、

連
携
し
て
い
る
専
門
職
の
グ
ル
ー
プ
が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

遺言書を書いてみたい
ご夫婦とも離婚歴があり、

それぞれ前の配偶者との間に
子どもがいます。今は仲が良
いのですが、遺産分けの際に
揉めなければ良いがとご心配
の方は、自分の意思を書き表
してみませんか。書き直しも
できますし、何より相続手続
きがスムーズに運びますよ。

お墓がないんです
長男ではないので実家のお墓

には入れない、さりとて建立する
となると出費が嵩みますし、ま
た、誰が墓守をしてくれるのか。
くらしコープでは、２０１６年
に京都霊園に共同墓「平和の風」
を建立しました。血縁を超えた
仲間と一緒に入る合葬墓です。

お葬式はどこに頼めば良いの
元気な方でも、いつかは訪

れます。突然のことに何から
手を付けたら良いのか。くら
しコープは（株）公益社と特
約を結んでいますので、電話
一本で見積もりも OK。「くら
しコープの組合員です」と言
えば 2 親等までの方の葬儀料
が 10％引きになります。

家具の移動をしたいのですが
いつの間にか物が貯まり、

家の中もなぜか狭くなり、歩
く度に物にぶつかる、転倒す
る危険も出てきました。この
際、不要な物は整理して、家
の中での事故を防ぎたいとお
考えの方、元気なワーカーさ
んがお片付けをしますよ。剪
定などの庭仕事も OK

財産の管理が不安になって
きました

判断力はあるのですが、膝
が悪くなったり、腰痛が出た
りで、買い物や銀行に行くの
が苦痛になってきました。後
見人が必要ではない場合でも、
財産管理や通院同行など、安
心して生活できるよう、ワー
カーさんが「見守り」活動を
お引き受けします。

自宅の名義が亡夫のままに
なっています

亡くなった祖父（亡くなっ
た夫）名義のままにしておき
ますと、関係者（相続人）が
ねずみ算式に増えて、自宅を
処分するときに全員の同意を
得るのに相当な時間と労力が
かかります。関係者が少ない
内に話し合いによって名義を
変えておきましょう。

亡くなった後の出続きは
誰に委ねますか

一人暮らしの方や、身内
がいても高齢、或いは遠方
に済んでいるという方の場
合、家の片付けや、役所へ
の届け出などを誰に委ねた
ら良いのか、お悩みと思い
ます。くらしコープでは、
死後の事務手続きを受任し
ています。

認知症に備えての保険
　　　　（任意後見契約）
判断能力が低下しないう

ちに、将来に備えて、信頼で
きる人・法人に、そのように
なった場合の財産の管理や、
身上監護を委ねる契約です。
既に低下してしまった方に
は、法定後見制度が用意され、
家庭裁判所が後見人を選任し
ます。
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表
」
で
な
か
っ
た
の
で
正
式
に

は
参
加
で
き
な
か
っ
た
）
し

た
。
前
年
の
体
験
が
僕
を
広
島

に
引
き
付
け
た
と
は
言
い
す
ぎ

か
？
被
爆
か
ら
20
年
の
広
島
で

手
を
合
わ
せ
て
考
え
た
。
京
都

に
帰
っ
た
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
、
そ
の
お
金
を
原
爆
病
院
に

寄
付
し
よ
う
。
大
学
が
始
ま
っ

た
ら
、
新
し
い
自
分
に
生
ま
れ

変
わ
ろ
う
、
と
。

原
爆
を
許
す
ま
じ

浅
田
石
二
作
詞
・
木
下
航
二
作
曲

ふ
る
さ
と
の
街
や
か
れ
／
身
よ

り
の
骨
う
め
し
や
け
つ
ち
に
／

今
は
白
い
花
咲
く
／
あ
あ
許
す

ま
じ
原
爆
を
／
三
度
許
す
ま
じ

原
爆
を
／
わ
れ
ら
の
街
に

ふ
る
さ
と
の
海
荒
れ
て
／
黒
き

雨
喜
び
の
日
は
な
く
／
今
は
舟

に
人
も
な
し
／
あ
あ
許
す
ま
じ

原
爆
を
／
三
度
許
す
ま
じ
原
爆

を
／
わ
れ
ら
の
街
に

　

「
大
学
浪
人
」、
京
都
市
内
の

公
立
高
校
の
生
徒
に
と
っ
て

「
カ
ン
ブ
リ
」（
関
西
文
理
学
院
）

は
「
高
校
４
年
生
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
社
会
の
動
き
や
政
治

に
無
関
心
で
は
な
か
っ
た
が
、

特
別
の
政
治
思
想
は
持
っ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
ん
な
僕
が
、
ど

う
し
た
こ
と
か
、
北
上
す
る
デ

モ
に
魅
せ
ら
れ
、
魂
を
奪
わ
れ

た
の
だ
。
場
所
は
烏
丸
北
大
路

の
大
谷
大
学
の
横
、
人
々
は
「
原

水
爆
の
禁
止
」
を
訴
え
て
い
た
。

な
ぜ
、
ど
う
し
て
そ
の
デ
モ
の

こ
と
を
知
っ
た
の
か
、
な
ぜ
そ

の
デ
モ
に
つ
い
行
こ
う
と
思
っ

国
際
連
合
（
国
連
）
の
組

織
お
よ
び
活
動
の
基
本
原
則

を
定
め
た
条
約
で
す
。
原
案

は
米
・
英
・
ソ
・
中
国
が
参

加
し
て
１
９
４
４
年
８
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
作
ら
れ
、

45
年
６
月
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
会
議
で
採

択
さ
れ
、
同
年
10
月

24
日
に
発
効
し
た
条

約
で
す
。
そ
し
て
こ

の
憲
章
に
基
づ
い
て

国
連
が
発
足
し
ま
し

た
。日

本
国
憲
法
の
よ

う
に
、
「
前
文
」
が

あ
り
ま
す
。
―
―
わ
れ
ら
連

合
国
の
人
民
は
／
一
生
の
う

ち
に
二
度
ま
で
言
語
に
絶
す

る
悲
哀
を
人
類
に
与
え
た
戦

争
の
惨
害
か
ら
、
将
来
の
世

代
を
救
い
／
基
本
的
人
権
と

人
間
の
尊
厳
お
よ
び
大
小
国

の
同
権
に
関
す
る
信
念
を
あ

清少納言
壱百弐

ら
た
め
て
確
認
し
／
…
こ
の

た
め
に
、
寛
容
を
実
行
し
、

…
善
良
な
隣
人
と
し
て
互
い

に
平
和
に
生
活
し
、
国
際

の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
す

る
た
め
に
我
ら
の
力
を
合
わ

せ･
･
･

す
べ
て
の

人
民
の
経
済
的
及

び
社
会
的
発
達
を

促
進
す
る
た
め
に

国
際
機
構
を
用
い

る
こ
と
を
決
意
し

て
、
こ
れ
ら
の
目

的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
「
国
際
連

合
」
と
い
う
国
際

機
構
を
設
け
る
―
―
と
。

日
本
は
１
９
５
６
年
に
加

盟
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
連

を
引
き
継
い
だ
プ
ー
チ
ン
は

こ
の
歴
史
を
ワ
ス
レ
テ
い
ま

す
。
世
界
は
許
さ
な
い
で

し
ょ
う
。
だ
か
ら
彼
は
す
で

に
孤
立
し
て
い
ま
す
。 

（
荒
）

国
連
憲
章
っ
て
、
な
ん
で
し
た
？

井上吉郎の無言有音

人生と音楽４⃣
シャワーのような夕立と

『原爆許すまじ』

た
の
か
、
い
ま
で
は
思
い
返
せ

な
い
。
い
や
、
そ
の
時
も
そ
れ

ほ
ど
明
確
で
な
か
っ
た
か
も
知

れ
な
い
し
、
ま
し
て
や
そ
の
出

来
事
が
持
つ
重
大
な
意
味
な
ど

理
解
の
外
だ
っ
た
。

　

１
９
６
４
年
８
月
、
京
都
で

第
10
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

が
開
か
れ
た
。
デ
モ
は
会
場
の

京
都
府
立
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

向
か
う
隊
列
だ
っ
た
。
「
原
水

爆
の
禁
止
」
を
訴
え
る
姿
も
強

烈
だ
っ
た
し
、
京
都
盆
地
に

シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
降
っ
た
夕

立
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
そ

し
て
何
よ
り
印
象
深
か
っ
た
の

は
、
豪
雨
に
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
な

く
原
水
爆
禁
止
を
訴
え
る
人
々

の
姿
だ
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
フ
ェ

ン
ス
に
カ
ラ
ダ
を
寄
せ
て
、
し

が
み
つ
く
よ
う
に
し
て
、
僕
は

大
会
に
「
参
加
」
し
て
い
た
。

　

翌
年
大
学
に
入
っ
た
僕
は
、

夏
、
広
島
を
め
ざ
し
、
一
人
で

夜
行
列
車
に
乗
っ
た
。
広
島
の

街
を
歩
き
回
り
、
何
人
か
の
人

か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
、
慰
霊

祭
に
も
「
参
加
」
し
た
。
第
11

回
世
界
大
会
へ
も
「
参
加
」（
「
代
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繊維類は、Ⅰ 商品  Ⅱ 使い捨て商品  Ⅲ その

他に大別し、さらに商品は①日用品 ②衣類 ③

綿肌着・Ｔシャツ ④身の回り品 ⑤人形・ぬい

ぐるみ ⑥寝具類 ⑦調度品類 ⑧布製かばん ⑨布

製マイバック ⑩布製マスク ⑪その他日用品の

１１種類に、汚れた服、下着はその他の日用品

に分別します。

写真は衣料（リユース可能なもの）で、まだ

まだ着れそうなものです。

使い捨て商品は不織布製水切り用袋、ウエッ

トティッシュで、昨年から不織布マスクが加わ

りました。その他ハギレ、雑巾、湿布などです。

私の母は洋裁をしていましたので、子どもの

頃母の手縫いのパンツをはいていました。縫い

目が既製品と違い、友に見られる訳ではないの

ですが、恥ずかしかった記憶があります。

私の子どもの保育園時代の写真には、パンツ

に歴代の持ち主のネームが記入されています。

成長によってすぐ着れなくなる衣類もバザーや

交換市などで、次の持ち主にリユースさせたい

ものです。

靴は片方に穴があくと、処分せざるをえませ

んが、靴下は穴のないもの同志で新たなペアを

組むことができると、少しだけ色違いのものを

はいていたら、ある人から「ソレハオカシイ」

と指摘されました。そこで居直って、「左右非対

称ファッション」を提唱しようと思います。め

でたい席には紅白、おくやみには黒白、ウクラ

イナ支援には青黄の靴下でと考えてますが、ま

だ実行できておりません。

　
　

荒
木
昭
夫
の

雑
草
お
イ
ネ
の
里
帰
り

➍
ジ
ャ
ワ
の
国
は
火
山
島

[

企
画
広
告]

イ
ン
ド
の
国
を
飛
び

出
し
て
、
ス
マ
ト
ラ
島

沿
い
に
、
テ
ン
テ
ン
テ

ン
と
島
伝
い
。
そ
し
て

ジ
ャ
ワ
島
に
着
き
ま
し

た
。
あ
れ
？
こ
こ
の
土

は
匂
い
が
ち
が
う
。
味

も
違
う
。
フ
～
ン
。
場

所
に
よ
っ
て
ち
が
う
ん

だ
。
今
知
っ
た
。
探
せ

ば
い
い
ん
だ
。
う
ん
。

そ
れ
な
ら
水
が
、
な
ん

か
、

水
が

ニ
ガ

ク

っ

て
、
苦
し
く
て
、
焼
け

る
み
た
い
で
飲
み
た
く

な
い
。･

･

と
い
う
こ
と

は
、･

･

つ
ま
り
や
っ
ぱ

り
、
探
せ
ば
い
い
ん
だ
。

ワ
カ
ッ
タ
！

風
さ
ー
ん
。
も
少
し

涼
し
い
と
こ
ろ
へ
つ
れ

て
っ
て
！

衣類は洗たくしてリユースに

阿部ひろ江　７月ライブ情報

7月 9日 （土） ２ ： ００～３ ： ００
☆阿部ひろ江４０周年コンサート☆
娘と２０数年ぶりに共演します。
介護職の友人の曲の CD１０周年も兼ねる。
参加費２０００円。
要予約：０７０－５５００－１０１１
会場 ： うずらギャラリー （三条寺町西入南側）
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絵手紙教室

　

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

正
解
は
②
番
で
す
。

①
今
度
。

②
よ
ろ
し
く
お
願
い
。

③
又
。

　

◆
編
集
室
か
ら
◆

　

昨
年
末
の
石
澤
春
彦
専
務
理

事
の
長
期
療
養
に
加
え
、
今
春

か
ら
本
誌
発
行
人
の
水
口
武
夫

理
事
長
も
自
宅
療
養
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
第
２
回
総
代
会
を
迎

え
ま
し
た
。
今
回
は
役
員
改
選

も
あ
り
紫
式
部
編
集
体
制
も
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
担
当

役
員
は
未
定
で
す
が
、
長
年
編

集
の
中
心
に
座
っ
て
こ
ら
れ
た

川
畑
典
子
さ
ん
も
退
任
さ
れ
ま

す
。

　

本
号
は
そ
ん
な
中
で
の
誕
生

と
な
り
ま
し
た
。
２０
歳
を
迎
え

た
高
齢
者
生
協
く
ら
し
コ
ー
プ

７月２７日（水）
9 ： 00 ～

　　　　　本部ホール

紫式部８月号丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

の
生
み
の
苦
し
み
…
皆
さ
ん
ど

う
か
暖
く
見
守
り
、
は
げ
ま
し

の
―
時
に
は
お
し
か
り
も
ふ
く

め
て
―
お
言
葉
を
お
寄
せ
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
上
げ
ま

す
。

　

ラ
イ
タ
ー
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
歓
迎
で
す
。

（
赤
染
益
輝
）

発行　2022年７月１日


